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国際会計基準（ＩＦＲＳ）の適用による定量的な影響について 

 

当社は、今年２月に発表の通り、２０１３年１２月期決算より国際会計基準（以下、ＩＦＲＳ）を

適用します。２０１３年１２月期通期の決算発表注１からＩＦＲＳに基づく連結財務諸表を開示する 

予定であり、今般、ＩＦＲＳ適用による定量的な影響を以下の通りお知らせします。 

注１：２０１３年１２月期の第１四半期から第３四半期までの決算発表は日本基準で開示しています。 

 

【損益計算書における影響】 
 

１．２０１２年１２月期連結業績※のＩＦＲＳ試算額    ※今年２月７日発表              [億円] 

日本基準 

認識及び測定の差異による影響 表示組替 
調整額

計 

ＩＦＲＳ 

 試算額注２ 退職給付

関係 

のれん 

償却停止 
その他 

持分法 

による 

投資利益

営業外、

特別損益

売上高 11,900    11,900 売上高 

営業利益 929 63 19 △7 13 1 89 1,018 営業利益 

経常利益 866 63 19 △7 △151 △76 790  事業利益注３

当期純利益 438 38 17 △8 46 484 
親会社の所有者に

帰属する当期利益

注２：ＩＦＲＳ試算額は未監査の数値です。 

注３：金融収益、金融費用及び法人所得税費用計上前の利益を、事業利益として表示します。 

 

２．２０１３年１２月期連結業績予想※のＩＦＲＳ試算額    ※今年７月３１日発表       [億円] 

日本基準 

認識及び測定の差異による影響 表示組替 
調整額

計 

ＩＦＲＳ 

試算額 退職給付関係 
のれん   

償却停止 

持分法 

による 

投資利益

営業外、

特別損益

売上高 13,500  
 

13,500 売上高 

営業利益 700 50 20 10 80 780 営業利益 

経常利益 650 50 20 △370 △300 350 事業利益 

当期純利益 100 30 20 50 150 
親会社の所有者に

帰属する当期利益

 

以 上 


